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問２
図１の右半分は太陽光が当たっている。地球が地軸のまわりに自転しても，右半分に出ていかない地点(南極の周辺)は，一日中太陽光が当たらない。
問３
南中高度は，90°－(33°－23°)＝80°。

問４
地球の地軸が傾いていることで，太陽の南中高度が変化し，季節の変化が生じる。

問５
夏至の日，太陽は真東の北よりからのぼる。また，太陽の道すじは，春分の日と平行である。

問６
夏至の日，太陽は北よりからのぼり，北よりに沈むので，棒の影は南よりになることがある。
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